
                                            令和３年２月１２日  

校長  難波  明夫  

１２月に実施しました児童アンケートと学校評価保護者アンケートについて、２月８日 （月 ）

の学校運営協議会で諮りましたので、その結果を公表いたします。全体的に概ね９０％を

超える肯定的な評価をいただいております。  

児童アンケートは、授業が「よくわかる」「わかる」と回答した児童と「表現することが楽し

い」児童が 93%、「安心して発言、発表ができる」児童が９２％と、「南山スタイル」を基軸

とした学習の成果が現れています。これは、教職員の意欲の向上にもつながっています。  

「学校へ行くのが楽しい」の項目では、６％の児童が否定的な回答をしています。その要

因は、学習の理解や友達関係など、日によって様々であることがわかっています。引き続き、

一人一人に寄り添いながら丁寧な指導と支援をしてまいります。  

保護者アンケートからは、昨年度同様の評価をいただいておりますが、教育相談体制と

特別支援教育は、学校からの理解啓発の不十分な点が要因であると考えています。4 月

の保護者全体会で、その内容と取組について説明します。  

コロナ禍の 1 年間でしたが、「どの子も伸びる学びの南山小」を合言葉に家庭と地域が

学校と連携し、充実した日々を過ごすことができました。  

令和３年度も、ご理解とご協力をたまわりますよう、よろしくお願いします。  

【児童アンケート】  一部抜粋  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

南山だより 臨時号  
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


